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本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 沼津北ＲＣ 石川征雄 様 

ゲストはありませんでした。 
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■ 事務連絡 ■ 

  ＊ガバナー事務所より 

   第２６２０地区 ２０１６-１７年度ガバナー決定案内 到着 

   

■ 例会変更 ■ 

  ＊長泉ＲＣ 

   ７月９日(水)→夜間例会 

  ＊沼津西ＲＣ 

   ７月１７日(木)→１９日(土)夜間例会 

   ７月３１日(火)→２９日(火)ガバナー公式訪問 

  ＊御殿場ＲＣ 

   ６月１９日(木)→於/THE GOTEMBAKAN 

   ６月２６日(木)→於/名鉄菜館 

 

■ 週報到着 ■  

長泉ＲＣ・御殿場ＲＣ・沼津ＲＣ・沼津北ＲＣ 

会長挨拶 

第１５１９回例会 会長挨拶 

会長 菊地勝男 

「あのスマホ、みんな持っているから、僕にも買って！」 

「ふつう夏休みにはディズニーワールドへ行く。うちも絶対、行き

たい！」 

子どもが、そんなダダをこねて、いる光景を見たことがある人も、

多いのではないでしょうか。子どもにとっては、『みんな』とは仲の

よい数人の友達ですし、『ふつう』は、その人たちの行動や状態

です。そして、『みんな』と同じものを持つことや『ふつう』している

ことを、自分もして同じになることがとても大きな意味を持ってい

るのです。なぜなら、子どもには、大事な友人たちこそが自分の

社会的な人間関係のすべてなのですから。受け入れてもらうた

めには、『みんな』と同じであることが大事なのです。 

ところが、大人になった今でも、『みんな』や『ふつう』という考え

方をして、自分を苦しめている人がいるようです。たとえば、「自

分は『みんな』から嫌われているのではないだろうか・・・」「『ふつ

う』は、もう結婚しているはずの歳なのに・・・」などと考えて、悩ん

でしまうのです。 

でも、いったい『みんな』って誰のことなのでしょうか？自分が

嫌われていると感じたのは、無視したり、こちらを避けるような行

動を取る人がいたからかも知れません。それを気にしていると、

「この人も私を変な目で見ている。そういえば、あの人も何となく

冷たいように感じる」と、どんどん「嫌われている」という思いが広

がっていくのです。 

でも、よく思い返してみたら、そんな態度を取られたのは、ほん

の１，２名だったということもよくあるようです。それも、自分の思い

違いや誤解だったということがほとんどなのではないでしょうか。 

何かで失敗をしてしまうと、周りに白い目で見られているような

気がするものですが、実際は、自分が落ち込んで心を閉ざして

いるから、そう感じるだけのことが多いようですね。 

また、本当に自分のことを嫌っている人もいるかも知れません

が、これはどんなに立派な人でも、みんながみんなから好かれて

いるわけでもないのです。そんな自分の思い違いや、何人かの

ウマが会わない人。それが『みんな』の正体なのではないでしょう

か。 

また、『ふつう』ってどんなことでしょうか？この世には、いろい

ろな人がいて、いろいろな価値観や個性を持って生きているの

です。『ふつう』とは、その最大公約数的な要素を指して言って

いるだけのことなのではないでしょうか。 

でも、未だに、多くの人は、「受け入れてもらうためには、『ふつ

う』にならなくてはいけない」子どものころの思いを引きずってい

るのです。『みんな』と同じように、『ふつう』の仕事をして、『ふつ

う』の生活をして、『ふつう』の結婚をして・・・。でも、『ふつう』にな 

幹事報告 

るために仕事や結婚をすることが、本当に大事なことなのでしょう

か。どんな仕事だって自分が充実できるものがいちばんですし、

結婚するのでも年齢なんて関係ありません。 それよりも自分自

身の個性を受け入れ、それを活かすことのできる仕事や結婚を

することこそが、本当の幸せに繋がるのではないでしょうか。 

自分が『ふつう』ではないということよりも、『ふつう』にならなく

ては、という焦りの気持ちの方が、本当は問題のようです。 

私たちが目指すべきものは、『みんな』や『ふつう』ではないよう

です。それは、『みんな』や『ふつう』とは違っている自分自身とい

う、この世にたった一つしかないユニークな存在なのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

  会員数 
出席計算に 

用いた会員数 

出席計算に 

用いた出席者 出席率 
５ 月 ２ ９ 日    

修正出席率 

１８名 １８名 １６名 88.89% 72.22% 

 

 

 

 

出席： 古泉・太田・原・野口・菊地・前田 他   計１６名 

 

欠席： 梅田・髙田・高田・石井・前澤・中田      計２名 

 

ＭＵ：  古泉・大石・前澤・中田 田             計１名 

◆次回例会プログラム◆ クラブ協議会（会員増強委員会・原委員長） 

R 

クラブ協議会 

奉仕プロジェクト委員会 事業報告 

委員長 太田昭二 

 

本年度は、職業奉仕と社会奉仕で活動しました。 

★職業奉仕 

 ・四つのテストの活用 

毎月一回、ロータリーソングとして斉唱し、各人の職業に対

する奉仕の意識を高めました。 

 ・１０月の職業奉仕月間で卓話（１０月７日） 

ロータリーの職業奉仕についてお話しました。 

 ・地区職業奉仕委員会へ「職業奉仕活動事例集」作成のた

め、過去に行った模擬裁判と柿田川野菜職場見学の２事例

を紹介しました。 

 ・１０月１２日に職業奉仕セミナー出席。ホテルアソシア静岡に

て、菊地会長と梅田副委員長に出席していただきました。 

★社会奉仕 

 ・１０月２７日 早朝例会 

本城山公園歌碑周辺の草取り、ゴミ拾い。 

 ・１１月２３日 清水町ふれあい広場バザー参加 

売上金 45,300 円のうち、30,000 円を社会福祉協議会へ寄

付。残り 15,300 円はスマイルボックスへ。 

 ・３月１０日 識字率向上月間で卓話 

「震災では生き延びたのに・・・」の演題でお話しました。 

 ・４月２０日 早朝例会 

  柿田川公園内外のゴミ拾い。 

ロータリー財団委員会 事業報告 

委員長 岩本義正 

～今期の総括及び実績～ 

＊Ｒ財団へ寄付 百万ドルの食事及び個人の寄付 ￥41,900 

＊ベネファクタ－１名      －無し 

＊ポリオ撲滅資金へ寄付 －無し 

＊補助金の活用             －無し 

クラブ管理運営委員会 事業報告 

委員長 濱田清明 

※出席 

出席につきましては当初、１００％の出席率がありましたが、最

近では少し出席率が低くなってきました。今後、メーキャップを

行い出席率を１００％に近づけたいと思っております。 

※例会運営 

例会運営につきましては SAA の下、各委員のしっかりとした協

力を頂けた結果１１時３０分頃から会場設営・受付・報告等をス

ムーズに執り行うことが出来ました。 

※親睦 

親睦につきましては創立夜間例会・クリスマス例会・ゴルフ親

睦会等、決められた事に関しましては無事に執り行う事が出来

ましたが、今後の目標と致しましてはテーブル会等で更なる親

睦を深めていきたいと思っております。 

米山梅吉記念館運営委員会 事業報告 

委員長 大石昭裕 

 

７月１３日(土) 第一回米山梅吉記念館運営委員会 

８月１０日(土) 館報（秋号）の発送作業 

９月１４日(土) 第二回米山梅吉記念館運営委員会 

９月１４日(土) 公益財団法人米山梅吉記念館秋季例祭 

記念講演 講師/井上輝夫氏（裾野市鈴木図書

館長） 演題/「世界遺産としての富士山～郷土

の歴史と文化を中心に～」 

１月１８日(土) 第三回米山梅吉記念館運営委員会 

３月１６日(日) 館報（春号）の発送作業 

４月２６日(土) 第四回米山梅吉記念館運営委員会 

４月２６日(土) 公益財団法人米山梅吉記念館春季例祭 

記念講演 講師/水野正人氏（東京オリンピック

招致委員会ＣＥＯ） 演題/「東京五輪の国際交

流に果たす役割」 

５月２９日(木) 米山梅吉記念館にて移動例会 

全てのクラブメンバーが賛助会員に登録 

クラブ広報委員会 事業報告 

委員長 前田守 

柿田川ロータリークラブの地域における「公共イメージ」の向上を

図ることを目標に掲げ、以下の項目の実施を計りました。 

・会員増強委員会への協力 

会員増強委員会に協力し、会員の勧誘活動を支援するツー

ルを作成する。上記は、当クラブのＰＲ用のパンフレットを作成

する予定でしたが、予算等の諸事情からパンフレットは作成せ

ず、会員増強ツール用に「沼津柿田川ロータリークラブ３０年の

あゆみ」リーフレットを更新し、新入会員への周年事業の説明

等に活用しています。 

・クラブのホームページを活用 

クラブのホームページを通じてクラブの奉仕活動を掲載し PR

をする。本年度、スマートフォン用に調整しています。増田さん

からクラブのホームページに会報のＰＤＦを定期的に掲載して

います。 

・清水町「広報」の活用 

清水町の「広報」等を通じてクラブの奉仕活動のＰＲをする。 

上記の実施は、「柿田川を守ろう」の事しか出来ませんでした。 

・「柿田川湧水」ＣＤを配布 

水保全事業で作成した「柿田川湧水」CD を、今年度も作成し

ました。寄贈時に、清水町役場にて贈呈式が行なわれ、静岡

新聞社に掲載されました。次年度も引き続き行なう事が決定さ

れ、継続事業特別委員会が次年度も設置されます。 

継続事業特別委員会 

委員長／野口郁夫 副委員長／大石昭裕 

委員／高田聡 石井優 伊藤毅 中田真 川口尚史 
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